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本
語
指
導
担
当
教
員
に
よ
る
指

導
は
７
月
末
ま
で
に
９
名
、
延

べ
280
回
実
施
し
た
。
ウ
本
町
小

で
は
Ｄ
Ｌ
Ａ
を
実
施
。
対
話
型

で
４
つ
の
技
能
（
話
す
、
読
む
、

書
く
、
聞
く
）
を
多
角
的
に
評

価
。
指
導
計
画
を
作
成
し
日
本

語
能
力
の
把
握
に
努
め
、
指
導

計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

エ
実
施
し
て
い
な
い
。
オ
全
て

の
人
に
人
権
が
あ
り
、
異
な
る

文
化
や
価
値
観
を
尊
重
し
相
互

理
解
に
基
づ
く
異
文
化
理
解
教

育
を
進
め
て
い
る
。
※
Ｄ
Ｌ
Ａ

「
文
化
的
言
語
的
に
多
様
な
背

景
を
持
つ
外
国
人
児
童
生
徒
等

の
た
め
の
対
話
型
ア
セ
ス
メ
ン

ト
」
文
科
省
Ｈ
Ｐ
よ
り

■
そ
の
他
、
学
校
香
害
対
策
、

都
市
計
画
道
路
次
期
事
業
化
計

画
に
つ
い
て
等
質
問
し
ま
し
た
。

構
築
で
き
る
よ
う
過
去
の
周
年

事
業
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、

早
期
に
庁
内
組
織
を
整
え
事
業

構
築
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
は
。
イ
三
宅
村
と
の
友

好
盟
約
も
50
周
年
の
節
目
の
年

を
迎
え
る
が
友
好
関
係
に
つ
い

て
市
民
に
浸
透
し
て
い
な
い
。

こ
れ
を
機
に
紹
介
動
画
作
成
等

交
流
の
歩
み
を
形
に
残
す
取
組

の
実
施
を
求
め
る
。

　

部
長　

ア
一
過
性
の
イ
ベ
ン

ト
に
と
ど
め
ず
市
の
魅
力
を
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
出
来
る
よ
う
市

民
参
加
を
促
す
機
会
を
設
け
な

が
ら
、
市
が
全
体
を
ま
と
め
る

こ
と
も
考
慮
し
検
討
す
る
。
イ

関
係
者
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
友

好
の
歴
史
を
残
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
学
校
制
服
の
リ
ユ

ー
ス
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

合
に
、
上
限
５
万
円
ま
で
助
成

を
行
っ
た
。
こ
の
取
組
は
本
当

に
よ
か
っ
た
。
是
非
と
も
再
び

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
求
め

る
。
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
い
う
こ
と
で

な
く
て
も
、
暑
さ
が
増
し
、
熱

中
症
の
危
険
が
迫
る
中
に
お
い

て
、
純
粋
な
熱
中
症
対
策
と
し

て
必
要
な
施
策
で
は
な
い
か
。

東
京
都
が
エ
ア
コ
ン
購
入
費
助

成
を
実
施
し
て
い
る
中
で
も
、

小
金
井
市
と
し
て
独
自
に
上
乗

せ
や
横
出
し
を
し
て
、
例
え
ば

高
齢
者
や
障
が
い
者
だ
け
で
な

く
、
生
活
困
窮
者
な
ど
対
象
を

拡
大
す
る
と
か
、
助
成
金
額
を

上
乗
せ
す
る
等
、
独
自
の
助
成

を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

　

部
長　

現
時
点
で
は
実
施
す

る
予
定
は
な
い
。

く
結
論
を
出
す
こ
と
を
要
望
。

　

❷
ア
市
立
保
育
園
廃
園
方
針

の
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
在
り
方
は
市
民
参
加
条

例
に
適
合
す
る
か
。
イ
市
長
選

公
約
に
関
す
る
都
市
計
画
道
路

の
説
明
会
を
税
金
で
開
く
の
は

間
違
っ
て
い
る
。
市
民
参
加
の

在
り
方
の
検
証
を
。
ウ
公
民
館

の
利
用
料
に
関
す
る
利
用
者
懇

談
会
で
の
意
見
、
意
義
は
。

　

部
長　

ア
説
明
会
の
回
数
や

内
容
は
担
当
課
で
判
断
。
イ
市

民
参
加
の
周
知
や
理
解
推
進
に

努
め
る
。
市
民
参
加
推
進
会
議

に
意
見
を
伺
う
。
ウ
公
民
館
は

社
会
教
育
施
設
で
あ
り
無
料
利

用
継
続
す
べ
き
、
使
用
料
徴
収

に
よ
り
利
用
控
え
も
あ
る
の
で

は
と
い
う
意
見
。
利
用
者
懇
談

会
は
大
変
意
義
が
あ
っ
た
。

　

❷
小
金
井
な
か
よ
し
市
民
ま

つ
り
は
令
和
６
年
に
続
き
令
和

７
年
も
中
止
と
な
っ
た
。
目
指

す
姿
が
共
有
さ
れ
な
い
ま
ま
、

い
つ
ま
で
に
何
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ

ン
グ
や
タ
ス
ク
管
理
が
で
き
て

い
な
い
。
ア
市
長
が
令
和
７
年

度
は
必
ず
実
施
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
る
と
強
弁
し
、
会
計

年
度
任
用
職
員
210
万
円
の
増
額

補
正
を
か
け
な
が
ら
結
果
が
出

せ
な
か
っ
た
原
因
は
。
イ
市
民

協
働
が
専
門
の
副
市
長
が
積
極

的
に
指
導
力
を
発
揮
す
る
べ
き
。

　

副
市
長　

ア
よ
り
強
固
で
よ

り
持
続
可
能
な
運
営
体
制
構
築

に
見
込
み
以
上
に
時
間
が
か
か

っ
た
。
イ
今
回
の
指
摘
を
今
後

の
市
政
運
営
に
い
か
し
て
い
く
。

植
え
ら
れ
る
場
所
を
見
つ
け
て

植
栽
を
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
ま
ち
全
体
を
一
つ

の
生
態
系
と
し
て
捉
え
、
あ
ら

ゆ
る
空
間
を
緑
で
つ
な
ぎ
、
森

の
よ
う
な
機
能
を
持
た
せ
る
考

え
方
と
理
解
。
イ
大
き
く
な
り

過
ぎ
な
い
、
維
持
管
理
が
な
る

べ
く
か
か
ら
な
い
、
が
条
件
。

樹
冠
被
覆
率
の
向
上
を
踏
ま
え

て
い
な
い
。
ウ
高
温
多
湿
の
下

で
は
弱
り
や
す
い
。
別
の
樹
種

へ
の
植
え
替
え
を
検
討
。
エ
既

存
植
栽
帯
の
撤
去
、
抜
根
。
相

応
の
費
用
を
要
す
る
。
オ
歩
行

者
の
ス
ム
ー
ズ
で
安
全
な
通
行

の
た
め
、
検
討
が
必
要
。

■
そ
の
他
、
庁
舎
建
設
問
題
の

推
移
を
年
表
に
ま
と
め
て
提
出

し
、
責
任
の
所
在
に
つ
い
て
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

支
援
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
る
。

エ
全
国
知
事
会
は
、
排
外
主
義

を
否
定
し
多
文
化
共
生
社
会
を

つ
く
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。

多
文
化
共
生
社
会
実
現
に
努
力

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

部
長　

ア
外
国
人
の
支
援
に

特
化
し
た
窓
口
や
部
署
は
な
い
、

担
当
課
や
国
際
交
流
協
会
の
設

置
は
意
見
と
し
て
聞
く
。
イ
採

用
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
。

ウ
本
町
小
の
取
組
を
踏
ま
え
、

必
要
な
支
援
に
努
め
る
。

　

市
長　

エ
多
様
性
を
尊
重
し
、

全
て
の
市
民
が
暮
ら
し
や
す
い

街
の
実
現
に
調
査
研
究
す
る
。

■
そ
の
他
、
性
暴
力
か
ら
身
を

守
る
こ
と
を
含
め
子
ど
も
た
ち

と
教
員
、
保
育
士
な
ど
へ
の
包

括
的
性
教
育
実
施
を
要
望
し
ま

し
た
。

き
備
蓄
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
等

と
の
災
害
協
定
の
締
結
な
ど
を

進
め
た
い
。
イ
震
災
対
策
用
井

戸
の
重
要
性
に
関
す
る
広
報
に

努
め
た
い
。
ウ
貴
重
な
ご
意
見

と
し
て
受
け
止
め
る
。

　

❸
小
金
井
市
が
実
施
し
た
都

市
計
画
道
路
に
関
す
る
検
証
報

告
書
は
問
題
が
あ
り
、
や
り
直

す
べ
き
で
あ
る
。
ア
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
の
影
響
調
査
を

行
っ
た
の
か
。
イ
市
長
は
不
十

分
な
検
証
に
よ
っ
て
態
度
を
変

え
る
の
か
。

　

部
長　

ア
検
証
は
行
っ
て
い

な
い
。

　

市
長　

イ
２
路
線
の
考
え
方

は
、
総
合
的
慎
重
な
判
断
が
必

要
で
あ
る
。
市
民
説
明
会
等
の

意
見
も
受
け
て
検
討
す
る
。

　

外
国
籍
の
児
童
生
徒
数
は
５

年
間
で
１
・
４
倍
に
増
え
て
い

る
。
ア
日
本
語
指
導
の
体
制
は
。

イ
本
町
小
で
の
取
組
は
。
ウ
日

本
語
指
導
の
必
要
性
は
ど
う
判

断
さ
れ
る
か
。
エ
本
町
小
で
実

施
し
て
い
る
評
価
の
指
標
Ｄ
Ｌ

Ａ
（
※
）
は
他
校
で
も
実
施
し
て

い
る
か
。
オ
選
挙
で
の
外
国
人

排
斥
の
主
張
が
い
じ
め
に
つ
な

が
る
の
で
は
。
見
解
と
対
応
は
。

　

部
長　

ア
日
本
語
指
導
員
を

派
遣
し
週
に
１
回
か
２
回
、
別

教
室
で
行
っ
て
い
る
。
イ
今
年

度
か
ら
校
長
、
教
育
委
員
会
、

教
員
、
学
芸
大
日
本
語
教
育
分

野
の
先
生
で
日
本
語
指
導
推
進

委
員
会
を
組
織
し
支
援
し
て
い

る
。
都
の
加
配
措
置
に
よ
る
日

　

❶
ア
包
括
連
携
協
定
は
行
政
、

民
間
互
い
の
強
み
を
い
か
し
地

域
課
題
の
解
決
を
目
指
す
も
の

だ
が
市
民
か
ら
は
実
情
が
見
え

に
く
い
。
協
定
を
締
結
し
て
終

わ
り
で
は
な
く
市
の
総
合
計
画

と
連
携
さ
せ
更
に
発
展
さ
せ
る

べ
き
と
考
え
る
が
今
後
の
連
携

方
針
は
。
イ
消
防
団
員
減
少
に

対
応
す
る
た
め
入
団
促
進
策
や

広
報
強
化
な
ど
郵
便
局
と
の
連

携
を
更
に
強
化
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
課
題
に
沿
っ
た
連

携
内
容
を
明
確
化
し
て
成
果
を

検
証
し
関
係
が
深
化
発
展
す
る

よ
う
努
め
る
。
イ
社
員
向
け
の

入
団
説
明
会
を
開
催
予
定
。

　

❷
ア
令
和
10
年
の
市
政
施
行

70
周
年
に
向
け
地
域
の
絆
が
再

　

近
年
の
夏
の
暑
さ
は
ま
す
ま

す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
今

年
の
夏
の
全
国
の
平
均
気
温
は

平
年
よ
り
２
・
36
度
高
く
、
統

計
の
あ
る
１
８
９
８
年
以
降
で

最
も
暑
か
っ
た
。
小
金
井
市
は

過
去
に
エ
ア
コ
ン
購
入
費
助
成

を
行
っ
て
い
た
。
私
は
２
０
１

８
年
に
一
般
質
問
で
エ
ア
コ
ン

購
入
費
助
成
を
行
う
こ
と
を
小

金
井
市
に
求
め
て
い
て
、
そ
の

後
、
市
は
２
０
２
０
年
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
熱
中
症
対
策
を
合
わ
せ
る
形

で
独
自
の
助
成
を
１
年
限
り
で

あ
っ
た
が
行
っ
た
。
エ
ア
コ
ン

の
な
い
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
の
世
帯
を
対
象
に
、
新
規
で

エ
ア
コ
ン
な
ど
を
購
入
し
た
場

　

❶
最
高
裁
判
決
で
生
活
保
護

基
準
引
き
下
げ
は
違
法
と
判
決

さ
れ
た
が
政
府
の
謝
罪
も
保
護

費
減
額
の
是
正
も
さ
れ
て
い
な

い
。
地
裁
判
決
で
違
法
無
効
と

さ
れ
た
条
例
を
そ
の
ま
ま
に
す

る
小
金
井
市
の
真
似
で
は
。
ア

生
活
保
護
の
し
お
り
の
改
定
は

国
立
市
を
参
考
に
。
イ
厚
生
労

働
省
監
査
の
指
摘
と
改
善
は
。

ウ
最
高
裁
判
決
へ
の
見
解
と
基

準
引
き
下
げ
の
影
響
額
は
。

　

部
長　

ア
国
立
市
も
参
照
す

る
。
ウ
影
響
額
は
試
算
し
て
な

い
。

　

課
長　

イ
的
確
な
訪
問
調
査

の
実
施
。
査
察
や
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
の
適
正
人
数
を
訴
え
て
い

き
た
い
。
ウ
都
を
通
じ
国
が
早

　

❶
武
蔵
小
金
井
駅
北
口
の
賑

わ
い
に
資
す
る
た
め
に
ム
サ
コ

通
り
と
再
開
発
で
生
み
出
さ
れ

る
空
地
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
を
一
体
的
に
活
用
す
る
イ

メ
ー
ジ
と
計
画
が
必
要
で
あ
る
。

ア
狛
江
駅
北
口
の
よ
う
に
道
路

に
カ
フ
ェ
や
ベ
ン
チ
を
設
置
し

て
歩
行
者
の
滞
留
や
賑
わ
い
を

創
る
ほ
こ
み
ち
制
度
を
ム
サ
コ

通
り
に
導
入
し
な
い
か
。
イ
再

開
発
事
業
完
成
時
に
ス
タ
ー
ト

で
き
る
よ
う
に
賑
わ
い
に
資
す

る
社
会
実
証
実
験
を
行
う
べ
き
。

　

部
長　

ア
ほ
こ
み
ち
制
度
を

活
用
し
た
道
路
指
定
が
で
き
れ

ば
い
い
と
考
え
て
い
る
。
イ
今

年
度
末
か
ら
来
年
度
に
か
け
て

実
施
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

　

猛
暑
時
代
は
、
こ
れ
ま
で
と

異
な
る
発
想
、
手
法
が
必
要
。

都
市
及
び
都
市
近
郊
の
包
括
的

な
樹
林
の
概
念
が
「
ア
ー
バ
ン

フ
ォ
レ
ス
ト
」。
ア
ど
の
よ
う

な
知
見
を
有
し
て
い
る
か
。
イ

「
樹
冠
被
覆
率
」
を
高
め
る
工

夫
は
。
ウ
Ｏ
Ｋ
ス
ト
ア
の
前
は

ハ
ン
カ
チ
の
木
が
枯
れ
た
り
生

育
が
悪
く
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
。

ど
う
い
う
樹
種
を
選
ぶ
か
で
日

陰
、
木
陰
が
変
わ
る
。
工
夫
を

し
て
い
る
の
か
。
エ
枯
れ
た
街

路
樹
は
撤
去
さ
れ
て
い
る
が
、

速
や
か
に
補
植
し
て
も
ら
い
た

い
。
オ
武
蔵
小
金
井
駅
北
口
か

ら
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
北
口
は
「
東

京
砂
漠
」
で
全
然
街
路
樹
が
な

い
。
東
小
金
井
駅
北
口
も
そ
う
。

　

❶
生
活
保
護
利
用
者
へ
の
支

援
を
求
め
る
。
ア
生
活
保
護
基

準
引
下
げ
取
消
裁
判
で
の
最
高

裁
判
決
を
受
け
謝
罪
と
補
償
を

国
に
求
め
な
い
か
。
イ
夏
季
一

時
金
な
ど
の
支
給
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。
ウ
外
国
人
が
優

遇
さ
れ
て
い
る
事
実
は
あ
る
か
。

　

部
長　

ア
対
応
方
針
を
早
く

示
す
よ
う
要
望
す
る
。
イ
都
に

要
望
を
上
げ
て
い
る
。
ウ
外
国

人
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
事
実
は

な
い
。

　

❷
外
国
人
支
援
に
つ
い
て
問

う
。
ア
外
国
人
支
援
の
実
施
状

況
と
課
題
は
何
か
。
イ
学
校
に

お
け
る
外
国
人
支
援
で
現
在
１

名
の
補
助
員
を
増
や
さ
な
い
か
。

ウ
特
別
な
教
育
課
程
に
基
づ
く

　

❶
物
価
⾼
騰
に
加
え
、
電
気

料
⾦
の
負
担
は
重
く
な
っ
て
い

る
。
低
所
得
者
へ
の
電
気
代
補

助
を
⾏
わ
な
い
か
。

　

部
長　

国
・
東
京
都
の
支
出

金
の
活
用
を
含
め
、
市
民
の
く

ら
し
を
守
る
取
組
を
適
切
に
検

討
し
た
い
。

　

❷
災
害
対
策
の
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
ア
段
ボ
ー
ル
ベ

ッ
ド
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
要

求
し
て
き
た
が
、
変
化
が
な
い
。

早
急
に
増
や
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
備
蓄
倉
庫
を
増
や

さ
な
い
か
。
イ
今
後
震
災
用
井

戸
を
増
や
さ
な
い
か
。
ウ
修
理

の
補
助
額
を
引
き
上
げ
な
い
か
。

　

部
長　

ア
早
急
な
備
蓄
拡
充

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
引
き
続

安
田
け
い
こ

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

河
野
麻
美

（
自
由
民
主
党
）

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

片
山
か
お
る

（
子
ど
も
／
情
報
）

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

渡
辺
大
三

（
子
ど
も
／
情
報
）

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

森
戸
よ
う
子

（
日
本
共
産
党
）

外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
の

支
援
、
日
本
語
指
導
の
取
組

包
括
連
携
協
定
に
つ
い
て
／

市
制
施
行
70
周
年
に
向
け
て

熱
中
症
対
策
と
し
て

エ
ア
コ
ン
の
購
入
に
助
成
を

生
活
保
護
は
生
き
る
た
め
の

あ
た
り
前
の
権
利

ム
サ
コ
通
り
の
賑
わ
い
と

市
民
ま
つ
り
の
現
状
を
問
う

猛
暑
時
代
へ
の
対
策
と
し
て

ア
ー
バ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
を

外
国
人
排
斥
で
は
な
く

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
を

電
気
代
補
助
を
行
わ
な
い
か


